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１ 「札幌市下水道ビジョン2020」の策定の目的

「札幌市下水道ビジョン2020」の策定の目的と位置づけⅡ

　都市は、一定の土地に商業や教育、医療、そして多様な居住と、さまざまな機能が集まり成り立っています。その

ため、都市活動から生じる汚水は大量のものとなり、放置すると都市の環境が著しく悪化します。また、都市に降る

雨も、速やかに排除されなければ、安全な都市活動に大きな支障を及ぼします。

　下水道は、下水（汚水と雨水）を下水道管路によって速やかに都市から排除し、汚水については環境が受け入れ

られるよう、処理施設できれいにして自然の水循環に戻す、都市にとっても環境にとっても大切な施設です。

　札幌市の下水道は、市民や企業、行政が一体となって、人口や都市規模が急拡大した時期にも着実な整備を進

めてきた結果、現在では高い水準で市街地を網羅しており、市民の豊かなくらしを実現しています。今後も、このくら

しを守り続けるためには、この下水道を適切に維持管理するとともに、計画的に更新していかなくてはなりません。

　さらに、近年においては、全国各地で頻発している局所的集中豪雨や大規模な地震への対応、進行する地球温暖

化問題への対応など、下水道が対応すべき新たな課題が生じています。

　一方、下水道事業の経営状況は、景気の低迷や少子高齢社会、人口の減少などの影響により、中長期的に一層厳

しくなることが見込まれており、今後は、事業を選択、集中して実施していくことが重要となっています。

　このようなことから、下水道に求められる本来の役割を果たし、そして、次世代へ良好な生活環境や社会基盤施

設を引き継ぐため、平成23年（2011年）から平成32年（2020年）までの10年間で下水道事業が取組むべき施策の方

向性を示すことを目的に、「札幌市下水道ビジョン2020」を策定します。

2 「札幌市下水道ビジョン2020」の位置づけ

　札幌市では、平成15年3月に、21世紀における札幌市の下水道が目指すべき方向性を示した「札幌市下水道マ

スタープラン」を策定しました。

　マスタープランは、札幌市の下水道事業の長期指針として位置づけられ、札幌市の下水道事業は、この指針に

基づき、整備・管理・財政のそれぞれについて中長期的な計画を策定し、事業運営を行うこととしています。

　一方、国土交通省と(社)日本下水道協会が共同で設置した「下水道政策研究委員会」では、急激な人口減少や経

済成長の鈍化に伴う下水道使用料収入の減少、急速に増大した下水道施設の維持管理や改築に要する費用の増

大、また、地球温暖化を始めとする地球規模での環境問題を踏まえ、下水道政策の基本コンセプトとなる「下水道

ビジョン2100（平成17年9月）」、概ね10年程度の下水道施策のあり方を示した「下水道中期ビジョン（平成19年6

月）」を策定しました。

　また、平成21年3月には、北海道開発局・北海道・札幌市が共同で、「北海道地方下水道ビジョン」を策定しまし

た。

　「札幌市下水道ビジョン2020」は、「札幌市下水道マスタープラン」で掲げた理念に基づき、近年の社会情勢の

変化や国及び北海道が示している下水道ビジョンの考え方を踏まえて策定した、札幌市の下水道事業の中期的な

ビジョンとして位置づけられます。

　なお、今後、本ビジョンに定めた施策を具体的に実行に移すための5年間の行動計画（アクションプログラム）と

して、「札幌市下水道事業中期経営プラン2015」（仮称）を策定します。

◆ 整備マスタープラン

◆ 管理マスタープラン

◆ 財政マスタープラン

札幌市下水道マスタープラン

第4次札幌市下水道基本計画※

維持管理中長期計画※

札幌市下水道事業中期経営プラン2015（仮称）

札幌市下水道ビジョン2020

ー「次世代を見据えて」ー

【下水道政策研究委員会】

【北海道開発局・北海道・札幌市】

下水道ビジョン2100
下水道から「循環のみち」へ100年の計

下水道中期ビジョン
「循環のみち」の実現に向けた10年間の取組み

北の大地を支える持続可能な下水道
－北海道地方下水道ビジョン－

整 合

●生活環境の改善

●浸水の防除

●公共用水域の水質保全

基本的な役割

●計画的な資産管理

●経営基盤の強化

●低炭素・循環型都市の実現

今後の使命
次世代を

見据える

社会情勢の
変化を反映

次世代へつなぐ
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札幌市の下水道の現状と課題
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もしも、下水道がなかったら・・・・

○ 大雨による浸水

○ 生活環境の悪化

もしも下水道がなかったら…

　下水道は、皆さんの家や工場などから出る汚れた水（汚水）をきれいにするという役割があります。

　家庭や工場から排出される汚れた水は道路の
側溝に流れ、川がどぶ川になって生活環境が不衛
生になり、伝染病の原因にもなってしまいます。
　また、汚れた水をそのまま川や海に流すと、そこ
に生息する動物や植物に悪い影響を与えてしまう
ことになります。

もしも下水道がなかったら…

　下水道は、降った雨（雨水）を下水道管に集めて川に流し、札幌の街を浸水から守る仕事もしています。

　街の中に降った雨を川まで運ぶことができず、
地面にしみ込まなかった雨がどんどんたまって、道
路や家の中が水浸しになってしまいます。
　特に、建物の地下や道路のアンダーパスなどで
は、水没によって生命に関わる危険性もあります。

■昭和48年のどぶ川

■昭和56年の豪雨災害

下水道がしっかりと仕事をすることで、私たちの生活が守られています。

生活環境をよくします
～汚水処理～

浸水から街を守ります
～浸水対策～

もっと川をきれいにします
～水質改善～

コラム

札幌市文化資料室所蔵


